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assumedasmallpymlysispIant.Ｍo”over,thecapabililyofcirculationsolvationthat”cycledthecollected
solvemwasexamined・

ＫＺ２Ｊ'〃6万t太polycarbonate,pymolysis,pmpylemeglycol,ｐ－ＣＩ巴sol

１．はじめに

ポリカーボネート樹脂(PC）（Fig.１)は主鎖にカーボネート結
合(-0-CO-ザ）をもつポリマーであり,エンジニアリングプラス
チック(EP)として機械的性質,耐熱性,耐寒性,電気的性質,透明
性などに優れる上に比較的安価であることから,航空機や医療
機器から電化製品に至るまで様々 な用途に使用されている.ＰＣ
とともに５大汎用ＥＰといわれるポリアセタール(POW０，ポリア
ミド（PA)，変性ポリフェニレンエーテルOn-PPE），ボリブチレ
ンテレフタレート（PBT）の生産量が伸び悩む中でPCの生産量

は増加の一途を辿っており，日本では年間40.9万ｔ（2003年)，
世界全体では220万ｔ生産されており,今後も年7～8%の需要増
が見込まれている(')(2)(3)．

しかし使用後のリサイクルに関しては,グラファイト化した
残澄が多く発生するなど熱分解しにくいプラスチックである．
過去の研究の多くは高温,高圧の条件を必要とし,安全性やコス
トが課題である．

本研究では実際の小型熱分解プラントでの運用を視野に入れ，
常圧下で溶媒を用いた熱分解を行うとともに,回収した分解油
を溶媒として再利用する循環溶媒の実現可能性についても検討
を行った．

生成物収率(wt%)＝4二旦L二Ｑ×ｌ００
Ｄ

Ａ８本実験で用いる生成物収率

Ｂ：溶媒単体での熱分解に基づく溶媒の生成物収率
ｃ：ガラスフイラー（残澄収率のみ影響）
Ｄ：SPCのPC部位

本研究では,溶媒として使用したPGおよびp-CreによるＰＣ
の分解機構と循環モデルをFig・３のように想定した.このモ
デルではp-CreはPCのフェニル基間の結合を分解し,またＰＧ
は炭酸エステル結合を分解後PropyleneCarbonateを経て再
びＰＧを生成するとした．
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Fig.１.StmcmraMbrmulaofpolycarbonate

２．実験概要

試料は,実際に使用されている強化PＣ（SPC）を使用した.これ

はガラスフイラーが30Ｗt%添加された実際のPC廃棄物である．

溶媒はプロピレングリコール(PG)とＰ－クレゾール(P-Cre),触媒
はNaOHを使用した.PGはPCの分解に効果的であり,またp-Cre
は単独での使用では効果は弱いもののＰＧとの混合によって高い
収率を得られる事が報告されている㈹・試料509に対し,溶媒509,
触媒0.29で熱分解を行い,２回目以降の溶媒は回収液を使用し
た．

実験の概略図をＦｉｇ．２に示す.反応器に試料,溶媒,触媒を入
れ,窒素置換後に昇温を開始した.炉の温度は5℃/､inで500℃ま

で昇温させ,１０分間保持したのち加熱を終了した.温度記録は，
試料中心と反応器出口で1分ごとに行った.反応器中で発生した
ガスは冷却管で気体と液体に分け,５分ごとに回収した.気体成
分は体積の計測とガスクロマトグラフイ(GC)での定量分析,液
体成分は重量の計測とＧＣ/MSでの定性分析を行った.収率の計算
は次式によって行い,溶剤とSPCのガラス成分を差し引き,熱分
解の対象となるSPCのPC成分の収率を算出した．
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Fig.７.Chmmatogmphicpmfileofliquidpmduct
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溶媒にＰＧとp-creをそれぞれ単体で使用し,１回目の熱分
解で200℃付近に回収された液体生成物のGC/MSによる定性
分析の結果をＦｉｇ．７に示す．点線の囲いで示すよう

に,p-Cre,PG共にＦｉｇ．３のモデルと一致した中間生成物が検
出された．

4°まとめ

今回の実験によって,PGにp-Creを30Ｗt%まで混合した場合，

回収液を再利用し４回まで熱分解を行ってもPG単体とほぼ変
わらない収率が得られることが明らかになった.クレゾール

は安価な工業用製品が存在するほか,廃棄物である木質バイ

オマスの熱分解タールにも含まれるため,今後こうした溶媒

も視野に入れることで更なるコスト削減が期待できる.また

PCの分解能力の高いPGの循環溶媒化に関しては,GC/MSによ

る定性分析で生成が確認されたPropyleneCarbonateを確実

にPGへ加水分解する反応工程を取り入れる事で実現できる
と考えられる．

3．実験結果と考察

ＰＧとp-Creの重量混合比を１０:0,7:3,5:５の３種類につい

て４回まで実験を行ったときの収率の変化をＦｉｇ．４に示す．

どの混合比でも回数の増加とともに収率は次第に悪化したが，
特にＰＧが50Ｗt%の溶媒では４回目の実験で液収率が６３%に低

下,残澄収率は２１%に達し,PCの分解作用は大幅に衰えた.一

方でPGが70Ｗt%とlOOwt%の溶媒では４回までの実験でほとん

ど差は表れず,SPC単体での熱分解に比べて十分に優位な収率
を維持した．
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ＰＧとp-Creの５:５混合で４回まで実験を行ったときの液体

生成物と気体生成物の回収量変化をＦｉｇ．５およびFig.６に

示す.液体生成物は,実験回数を増やすにつれバージンの溶媒

の沸点である200℃付近の回収量が減少し,対照的に300℃付

近の回収量は増加した.これは回数の増加と共にバージンの

溶媒成分が消費され減少する一方,分解の過程で生成した

300℃付近を沸点にもつ分子量の大きな成分が増加したため

と考えられる.また,気体生成物では200℃付近の回収量が次

第に減少した.この温度域の気体生成物の大部分はCO2であ

るため,回数の増加とともに溶媒中のPGが次第に減少したこ

とでこの温度域での炭酸エステル結合の分解が弱まり,CO2の

生成量が減ったと考えられる．
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